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老
人
医
療
の
限
度
額
適
用
・
 

標
準
負
担
額
減
額
認
定
申
請
 

　
今
後
、出
水
期
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

市
内
で
は
水
防
体
制
を
一
層
強
化
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
家
庭
で
も
風
水
害
対
策
等
を

再
度
、点
検
確
認
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
 

　
ま
た
、自
主
防
災
組
織
等
を
中
心
と

し
た
地
域
ぐ
る
み
の
対
応
も
大
変
重
要

で
す
。
地
域
に
お
い
て
も
再
度
、連
絡
体

制
や
避
難
場
所
等
の
確
認
を
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。
 

　
６
月
２８
日（
水
）、希
望
ヶ
丘
防
災
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で『
第
１
回
甲
賀
市
国
民

保
護
協
議
会
』が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
国
に
お
い
て
、武
力
攻
撃
等
か
ら
国
民
の

生
命
、身
体
及
び
財
産
を
守
る
た
め
、国
民

保
護
法
が
平
成
１６
年
６
月
に
成
立
し
ま
し

た
。こ
れ
に
伴
い
、平
成
１６
年
度
に
基
本
指

針
を
、平
成
１７
年
度
に
は
滋
賀
県
で
も
国

民
保
護
計
画
を
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
甲
賀

市
に
お
い
て
も
、防
災
関
係
機
関
や
各
地

域
区
長
会
長
ら
を
交
え
、国
や
県
の
計
画

と
整
合
を
図
り
な
が
ら
、平
成
１９
年
３
月

を
目
標
に
国
民
保
護
計
画
を
作
成
す
る

予
定
で
す
。
 

風水害の 
時期に 
備え 

風水害の 
時期に 
備え 

風水害の 
時期に 
備え 

甲賀市防災会議開催 

６月２８日（水）、希望ヶ丘防災 

コミュニティセンターで、 

『平成１８年度甲賀市防災会議』 

が開催されました。 

　
今
回
の
防
災
会
議
で
は
、
昨
年
策
定
し
た
、
水
防
計
画
の
一
部
見

直
し
と
、
市
内
の
土
砂
災
害
危
険
箇
所
や
浸
水
想
定
区
域
、
今
後
の

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
防
災
会
議
は
、
国
や
県
、
警
察
、
消
防
な
ど
の
防
災
機
関
や
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
事
業
者
、
情
報
機
関
等
の
代
表
の
方
が
委
員
と
な
っ
て
、

市
内
の
防
災
に
関
す
る
事
項
を
検
討
す
る
機
関
で
す
。
 

破
堤
・
は
ん
濫
等
の
浸
水
情
報
及
び
避
難

に
関
す
る
情
報
を
住
民
に
わ
か
り
や
す
く

知
ら
せ
る
こ
と
に
よ
り
人
的
被
害
を
防
ぐ

こ
と
を
主
な
目
的
と
す
る
も
の
。
 

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
 

●
排
水
路
の
清
掃
や
用
水
路
等
の
管
理
体

制
を
十
分
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
土
砂
災
害
や
浸
水
の
恐
れ
が
あ
る
地
域
で

は
、台
風
等
の
場
合
、気
象
情
報
に
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
裏
山
状
況
等
に
異
変
を
感
じ
た
ら
最
寄
り

の
支
所
又
は
市
役
所
に
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

●
事
前
に
近
く
の
避
難
所
を
地
域
の
方
と
確

認
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
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催
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危
機
管
理
対
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国
民
保
護
法
 

〜
医
療
機
関
で
の
支
払
い
負
担
が
軽
く
な
り
ま
す
〜
 

　
老
人
保
健
で
医
療
を
受
け
ら
れ
た
と
き
に
窓
口
で
支
払
う
費
用（
一
部
負
担
金
）

の
負
担
区
分
（
1
割
ま
た
は
2
割
）は
、新
た
に
平
成
18
年
8
月
1
日
か
ら
見
直

す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
見
直
し
に
よ
り
2
割
と
判
定
さ
れ
た
方
で
、同
じ
世
帯
に
お
ら
れ
る
70
歳

以
上
の
方
の
平
成
17
年
中
の
収
入
の
合
計
額
が
一
定
基
準
に
満
た
な
い
場
合
に

は
、申
請
さ
れ
ま
す
と
1
割
負
担
に
な
り
ま
す
。
 

老
人
保
健
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
へ
 

（
ア
）
同
じ
世
帯
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に
70
歳
以
上
の
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齢
者
の
方
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お
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れ
る
場
合
・・・
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（
イ
）
同
じ
世
帯
で
他
に
70
歳
以
上
の

高
齢
者
の
方
が
お
ら
れ
な
い
場
合
・・・

3
8
3
万
円
 

（
注
意
）（
ア
）（
イ
）と
も
65
歳
以
上
で
老
人
医

療
の
障
が
い
認
定
を
受
け
て
お
ら
れ
る

方
を
含
み
ま
す
。 　

ま
た
、
右
の
一
定
基
準
を
超
え
て
2
割
負
担
と
な
る
方

で
も
、
自
己
負
担
限
度
額
（
医
療
機
関
等
で
お
支
払
い
い

た
だ
く
費
用
の
一
か
月
当
た
り
の
最
高
限
度
額
）
が
1
割

負
担
の
方
と
同
じ
基
準
が
適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

●
申
請
に
必
要
な
物
 

世
帯
に
お
ら
れ
る
70
歳
以
上
の
方

（
65
歳
以
上
で
老
人
医
療
の
障
が

い
認
定
を
受
け
て
お
ら
れ
る
方
を

含
む
）
の
平
成
17
年
中
の
収
入
額

が
確
認
で
き
る
書
類
 

●
申
請
場
所
 

各
支
所
　
総
合
窓
口
課
 

　
現
在
、有
効
期
限
が
平
成
18
年
7
月
31
日
と
な
っ
て
い
る
福
祉
医
療

費
受
給（
助
成
）券
を
お
持
ち
の
方
で
、ま
だ
更
新
手
続
き
を
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、各
支
所
総
合
窓
口
課
ま
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。 

福
祉
医
療
費
受
給（
助
成
）
券
の
 

更
新
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
?

問
い
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せ
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険
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老
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※
該
当
者
に
は
7
月
中
旬
に
通
知
を
し
て
い
ま
す
。
通
知
が
な
か
っ
た
方

で
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
場
合
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
 

問い合わせ 保険年金課　老保医療係 
　 1 65－0689　FAX 63－4582

　
ま
た
、
現
在
、
有
効
期
限
が
7
月
31
日
ま
で
の
老
人
医
療
の
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
を
お
持
ち
の
方
で
、
引
き
続
き
認
定
を
受
け
よ
う

と
思
わ
れ
る
方
も
、
再
度
申
請
が
必
要
で
す
。
 

※
た
だ
し
、
平
成
18
年
度
の
市
民
税
が
課
税
世
帯
の
場
合
は
認
定
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
 

●
申
請
場
所
 

　
各
支
所
　
総
合
窓
口
課
 

●
申
請
時
に
必
要
な
物
 

　
・
老
人
医
療
受
給
者
証
 

　
・
健
康
保
険
証
 

＊
申
請
は
随
時
受
付
け
ま
す
。（
認

定
は
申
請
の
あ
っ
た
月
の
属

す
る
月
の
初
日
か
ら
と
な
り

ま
す
。
）
 

　
平
成

年
度
の
市
民
税
が
非
課
税
（
世
帯
主
及
び
世
帯
全
員
）
の
世
帯
に

属
す
る
老
人
医
療
受
給
対
象
者
は
申
請
さ
れ
ま
す
と
入
院
時
の
食
事
療
養
に

係
る
標
準
負
担
額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
 

A 一般の老人医療受給対象者 
（B、Cのいずれにも該当しない者） 

260円 
　／食 

B

市 民税非課税 
の 世帯に属す 
る 老人医療受 
給対象者 
（Cに該当す 
る者を除く） 

（B1)過 去1年 の 入  
院期間が90日以下 
（長期非該当者） 

210円 
　／食 

（B2)過 去1年 の 入  
院期間が90日超 

（長期該当者） 

160円 
　／食 

C Bの うち 、所得が一定基準に満 た 
ない老人医療受給対象者 

100円 
　／食 

〈入院時食事療養費の標準負担額〉 

【
一
定
基
準
】
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